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(57)【要約】
【課題】発泡樹脂断熱パネルを使用した外断熱パネルは
室内側に構造用面材を有しているためＲＣ造又はＳＲＣ
造の建築物に適用できない。
【解決手段】裏面に通気溝４、4a…を刻設した発泡樹脂
製のパネル本体２と、該パネル本体２の表面に並列固定
され、且つパネル本体２の表面より突出させる様に埋設
された複数本の桟木３、3a…とを有した、コンクリート
外壁Ｗにおける外壁面Ａに配列固定した外断熱用断熱パ
ネル１、1a…と、その外側に配置し桟木３、3a…に固定
された壁外装材10、10a …とを有し、外断熱用断熱パネ
ル１、1a…と壁外装材10、10a …との間に空気層12を形
成して外断熱構造とする。外断熱用断熱パネル１、1a…
の裏面は変形容易で尚且つ通気溝４、4a…が形成されて
いることから外壁面Ａの凹凸に馴染み易く、而も桟木３
、3a…を貫通させた固定金具13、13a …をコンクリート
外壁Ｗに打ち込むことで、該コンクリート外壁Ｗに対し
外断熱用断熱パネル１、1a…がら直接密着固定可能にな
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形状に形成した発泡樹脂製のパネル本体と、該パネル本体の表面に並列固定された複
数本の桟木とを有し、上記パネル本体の裏面に上下方向全体にわたる複数本の通気溝を幅
方向に並列刻設し、上記桟木の少なくとも一部をパネル本体に埋設状態としたことを特徴
とする外断熱用パネル。
【請求項２】
　上記桟木をパネル本体の表面より突出させる様に埋設したことを特徴とする請求項１記
載の外断熱用パネル。
【請求項３】
　コンクリート外壁における外壁面に上下左右方向に配列固定した請求項１乃至請求項２
のうちどちらか１項に記載の外断熱用断熱パネルと、該外断熱用断熱パネルの外側に、桟
木に対し直角で該桟木の長手方向に並列固定した複数本の胴縁と、該胴縁の外側に配列し
固定された壁外装材とを有し、各外断熱用断熱パネルの通気溝を外壁面で閉鎖して通気路
を形成し、外断熱用断熱パネルと壁外装材との間に空気層を形成したことを特徴とする外
断熱構造。
【請求項４】
　コンクリート外壁における外壁面に上下左右方向に配列固定した請求項２に記載の外断
熱用断熱パネルと、該外断熱用断熱パネルの外側に配列し桟木に固定された壁外装材とを
有し、各外断熱用断熱パネルの通気溝を外壁面で閉鎖して通気路を形成し、外断熱用断熱
パネルと壁外装材との間に空気層を形成したことを特徴とする外断熱構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にＲＣ（鉄筋コンクリート）造又はＳＲＣ（鉄骨鉄筋コンクリート）造の
建築物に最適な外断熱用パネル及び該外断熱用パネルを使用する外断熱構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、かかる外断熱構造としては、壁外装材とその室内側に配設された構造用面材との
間に、室内側の部分が硬質発泡樹脂断熱層で構成され、室外側が木材層で構成されている
断熱通気胴縁が介設され、構造用面材の室外側の面には、断熱通気胴縁の硬質発泡樹脂断
熱層に連続し、かつ、壁外装材との間に空気層を形成する状態で硬質発泡樹脂断熱材が付
設されている建築物の外断熱構造が見受けられる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　即ち、上記構造は、下地外側面より外側に硬質発泡樹脂断熱層（断熱通気胴縁の硬質発
泡樹脂断熱層を含む）、断熱通気胴縁における木材層、壁外装材の順で形成された、硬質
発泡樹脂断熱層と壁外装材との間に木材層の厚さ分の空気層を有する外断熱構造であるた
め、かかる外断熱構造の性能を確実に向上させることができ、而も断熱パネルの室外側の
面には、壁外装材が釘打ちまたはネジ止めされる断熱通気胴縁が予め付設されているため
、壁構造の施工に際しては、壁外装材を迅速に貼設することができ、工期の短縮に威力を
発揮することができ、更に断熱パネルの寸法や材質を標準化可能なことから量産化が容易
なため、コストダウンを図ることが出来る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２９４５３７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来技術にあっては、木造建築物の外断熱構造であることから、硬質発泡
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樹脂断熱パネルの室内側に構造用面材を有しているため、ＲＣ造又はＳＲＣ造の建築物の
外壁面には対応出来ないなど、解決せねばならない課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記従来技術に基づく、発泡樹脂断熱パネルを使用した外断熱パネルは室内
側に構造用面材を有しているためＲＣ造又はＳＲＣ造の建築物に適用できない課題に鑑み
、矩形状に形成し、裏面に上下方向全体にわたる複数本の通気溝を刻設した発泡樹脂製の
パネル本体と、該パネル本体の表面に並列固定され、且つパネル本体の表面より突出させ
る様に埋設された複数本の桟木とを有した、コンクリート外壁における外壁面に上下左右
方向に配列固定した外断熱用断熱パネルと、該外断熱用断熱パネルの外側に配列し桟木に
固定された壁外装材とを有し、各外断熱用断熱パネルの通気溝を外壁面で閉鎖して通気路
を形成し、外断熱用断熱パネルと壁外装材との間に空気層を形成するすることによって、
ＲＣ造又はＳＲＣ造のコンクリート外壁の外壁面であったとしても、外断熱用パネルの裏
面は発泡樹脂製パネル本体の裏面で尚且つ複数本の通気溝が形成されていることから外壁
面の凹凸に馴染み易く、而も桟木を貫通させた固定金具をコンクリート外壁に打ち込むこ
とで、該コンクリート外壁に対し外断熱用パネルを強固に固定可能となって、コンクリー
ト外壁の外壁面に外断熱用パネルを直接固定可能にして、上記課題を解決する。
【発明の効果】
【０００７】
　要するに本発明は、矩形状に形成した発泡樹脂製のパネル本体と、該パネル本体の表面
に並列固定された複数本の桟木とを有しているので、該桟木に壁外装材又は該壁外装材の
下地となる胴縁を釘、ネジの様な固定金具により固定でき、又上記パネル本体の裏面に上
下方向全体にわたる複数本の通気溝を幅方向に並列刻設したので、かかる外断熱用パネル
の裏面を直接コンクリート外壁の外壁面に、固定金具の打ち込みにより密着させても外壁
面の凹凸に馴染み易くすることができ、又上記桟木の少なくとも一部をパネル本体に埋設
状態としたので、かかる桟木のパネル本体の一体性を強化することができる。
　更に、上記桟木をパネル本体の表面より突出させる様に埋設したので、かかる桟木に壁
外装材を直接固定するだけで、該壁外装材とパネル本体との間に隙間を形成出来る。
【０００８】
　コンクリート外壁における外壁面に上下左右方向に配列固定した外断熱用断熱パネルと
、該外断熱用断熱パネルの外側に、桟木に対し直角で該桟木の長手方向に並列固定した複
数本の胴縁の外側に配列し該胴縁に固定されるか、或いは外断熱用断熱パネルの外側に配
列しパネル本体の表面より突出した桟木に固定された壁外装材とを有し、各外断熱用断熱
パネルの通気溝を外壁面で閉鎖して通気路を形成し、外断熱用断熱パネルと壁外装材との
間に空気層を形成したので、コンクリート外壁の外壁面に発泡樹脂製の断熱パネルを直接
固定する外断熱構造を実現でき、その外断熱構造における外壁面とパネル本体との間に、
上下方向に連続する通気路を複数本形成することができるため、コンクリート外壁の外壁
面に発生する結露などの不具合を防止することが出来る等その実用的効果甚だ大である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る外断熱用パネルの斜視図である。
【図２】図１の外断熱用パネルを使用した外断熱構造を一部破断した状態の斜視図である
。
【図３】図２の外断熱構造の横断面図である。
【図４】図２の外断熱構造の縦断面図である。
【図５】本発明に係る外断熱用パネルの他の実施例の斜視図である。
【図６（ａ）】胴縁を使用する外断熱用パネルの斜視図である。
【図６（ｂ）】胴縁を使用する外断熱用パネルの他の実施例の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　本発明に係る外断熱用断熱パネル１、1a…にあっては、各々がパネル本体２と、該パネ
ル本体２の表面に並列固定された複数本の桟木３、3a…とを有している。
【００１１】
　上記パネル本体２にあっては、矩形状に形成された、例えば発泡スチロールの様な発泡
樹脂製のパネルであり、裏面に上下方向全体にわたる複数本の通気溝４、4a…を幅方向に
所定間隔毎に並列刻設している。
【００１２】
　上記桟木３、3a…にあっては、例えば木材、プラスチックの様な現場加工が容易な材質
とし、図１～５に示す様に裏面側の一部が、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示す様に全部が
パネル本体２に埋設状態とし、即ち前者は桟木３、3a…がパネル本体２の表面より突出さ
せ、後者は桟木３、3a…の表面とパネル本体２の表面を面一にして、該パネル本体２との
一体性を強化しており、かかる桟木３、3a…の表面に複数個の孔５、5a…を長手方向に所
定間隔毎に並列形成し、該孔５、5a…は桟木３、3a…の表面に形成した座繰り凹部６、6a
…内に形成している。
　尚、桟木３、3a…は図１、２、６（ａ）に示す様に、上下方向に長い桟木３、3aを幅方
向に並列したり、図４、６（ｂ）に示す様に、幅方向に長い桟木３、3a…を上下方向に並
列し、又上記孔５、5a…は、少なくとも桟木３、3a…を貫通しており、パネル本体２をも
貫通させる様に形成しても良い。
【００１３】
　図１に示す外断熱用断熱パネル１、1a…を使用した外断熱構造にあっては、図２～４に
示す様に、コンクリート外壁Ｗにおける外壁面Ａに上下左右方向に配列固定した外断熱用
断熱パネル１、1a…と、該外断熱用断熱パネル１、1a…の外側に配列固定する壁外装材10
、10a …とを有し、各外断熱用断熱パネル１、1a…の通気溝４、4a…を外壁面Ａで閉鎖し
て通気路11を形成し、外断熱用断熱パネル１、1a…と壁外装材10、10a …との間に空気層
12を形成している。
　又、各外断熱用断熱パネル１、1a…にあっては、先ず外壁面Ａに対し接着剤により仮止
めした後、桟木３、3a…における孔５、5a…を通した固定金具13、13a …をコンクリート
外壁Ｗに打ち込んで、該コンクリート外壁Ｗに対し外断熱用断熱パネル１、1a…を固定し
、壁外装材10、10a …にあっては、所定箇所に釘、ネジなどの固定金具14、14a …を貫通
させ桟木３、3a…に打ち込んで、外断熱用断熱パネル１、1a…に対し壁外装材10、10a …
を固定する。
　尚、外断熱用断熱パネル１、1a…用の固定金具13、13a …にあっては、図面上、釘状の
金属製基体の先端に、熱橋を避けるべく熱伝導率の小さい、例えば硬質プラスチック製の
ネジ部を一体形成したものとすることで、コンクリート外壁Ｗ中に断熱処理を施した固定
金具13、13a …を直接埋め込んでも、壁外装材10、10a …とコンクリート外壁Ｗとを締結
する固定金具13、13a …が熱橋とならず、外断熱効果が十分に得られる様な構造と成って
いる。
【００１４】
　又、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示す外断熱用断熱パネル１、1a…を使用した外断熱構
造にあっては、外断熱用断熱パネル１、1a…及び壁外装材10、10a …とを有する他、図６
（ａ）及び図６（ｂ）中、一点鎖線で示す様に、外断熱用断熱パネル１、1a…の桟木３、
3a…に対し直角な複数本の胴縁15、15a …を、桟木３、3a…の長手方向に所定間隔毎に並
列し、釘、ネジ等により桟木３、3a…に固定し、この桟木３、3a…に壁外装材10、10a …
を固定している。
【００１５】
　尚、上記壁外装材10、10a …を、桟木３、3a…又は胴縁15、15a …に直接固定している
が、図示しないが、該桟木３、3a…又は胴縁15、15a …の外側に固定した下地材の外側に
固定しても良い。
【符号の説明】
【００１６】
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　１、1a…　　外断熱用断熱パネル
　２　　　　　パネル本体
　３、3a…　　桟木
　４、4a…　　通気溝
　10、10a …　壁外装材
　11　　　　　通気路
　12　　　　　空気層
　15、15a …　胴縁
　Ａ　　　　　　外壁面
　Ｗ　　　　　コンクリート外壁

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６（ａ）】
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